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改正後 改正前
岡山県道路交通渋滞対策部会規約　改正　新旧対照表

岡山県道路交通渋滞対策部会規約 資料－１

（名称）

第 条 本会は 「岡山県道路交通渋滞対策部会 （以下部会と称す）と称する。1 、 」

（設置）

第 条 部会は 「岡山県幹線道路協議会」規約第 条の により、岡山県幹線道路協議2 3 4、

会の専門部会とする。

（目的）

第 条 部会は、岡山県における総合的な渋滞対策を推進することを目的とする。3

（業務内容）

第 回 部会は、前条の目的を達成するために次の事項について検討する。4

（１）渋滞対策プログラムの策定に関すること。

（２）実施に当たっての連絡調整。

（３）その他、本会の目的達成に必要と認められる事項。

（組織）

第 条 部会は、別表に掲げる委員によって構成するものとする。5

（役員）

第 条 部会には会長 名、副会長 名を置く。6 1 1

２．会長及び副会長は、委員の中から互選する。

３．会長は部会を代表し、会務を総括する。

４．副会長は会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代行する。

（運営）

第 条 部会は、必要に応じて部会長が招集する。7

２．部会長が必要と認めるときは、委員以外のものの出席を求めることができる。

（事務局）

第 条 事務局は、国土交通省中国地方整備局岡山国道事務所計画課、岡山県土木部道路8

建設課に置く。

付 則 この規約は平成 年 月 日から施行する。5 6 7

この規約は平成 年 月 日から施工する。6 8 23

この規約は平成 年 月 日から施行する。11 7 21

この規約は平成 年 月 日から施行する。14 8 9

この規約は平成 年 月 日から施行する。17 11 18

この規約は平成 年 月 日から施行する。24 7 10

この規約は平成 年 月 日から施行する。25 6 27

この規約は平成 年 月 日から施行する。28 5 16

岡山県道路交通渋滞対策部会規約

（名称）

第 条 本会は 「岡山県道路交通渋滞対策部会 （以下部会と称す）と称する。1 、 」

（設置）

第 条 部会は 「岡山県幹線道路協議会」規約第 条の により、岡山県幹線道路協議2 3 4、

会の専門部会とする。

（目的）

第 条 部会は、岡山県における総合的な渋滞対策を推進することを目的とする。3

（業務内容）

第 回 部会は、前条の目的を達成するために次の事項について検討する。4

（１）渋滞対策プログラムの策定に関すること。

（２）実施に当たっての連絡調整。

（３）その他、本会の目的達成に必要と認められる事項。

（組織）

第 条 部会は、別表に掲げる委員によって構成するものとする。5

（役員）

第 条 部会には会長 名、副会長 名を置く。6 1 1

２．会長及び副会長は、委員の中から互選する。

３．会長は部会を代表し、会務を総括する。

４．副会長は会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代行する。

（運営）

第 条 部会は、必要に応じて部会長が招集する。7

２．部会長が必要と認めるときは、委員以外のものの出席を求めることができる。

（事務局）

第 条 事務局は、国土交通省中国地方整備局岡山国道事務所計画課、岡山県道路建設課8

に置く。

付 則 この規約は平成 年 月 日から施行する。5 6 7

この規約は平成 年 月 日から施工する。6 8 23

この規約は平成 年 月 日から施行する。11 7 21

この規約は平成 年 月 日から施行する。14 8 9

この規約は平成 年 月 日から施行する。17 11 18

この規約は平成 年 月 日から施行する。24 7 10

この規約は平成 年 月 日から施行する。25 6 27



改正後 改正前
岡山県道路交通渋滞対策部会規約　改正　新旧対照表

岡山県道路交通渋滞対策部会

委員名簿

所 属 名 役 職 名 備 考

国土交通省中国地方整備局 企画部 広域計画課長

建政部 都市・住宅整備課長

道路部 道路計画課長

道路部 地域道路課長

道路部 交通対策課長

岡山国道事務所 所長 会 長

計画課長

交通対策課長

国土交通省中国運輸局 交通環境部 環境課長

岡山運輸支局 首席運輸企画専門官

岡山県 土木部 道路建設課長 副 会 長

土木部 道路整備課長

土木部 都市局 都市計画課長

岡山県警察本部 交通規制課長

審議監（都市・交通担当）岡山市

（ ）審議監 土木担当 都市基盤づくり担当/

倉敷市 都市計画部長

土木部長

西日本高速道路株式会社 中国支社 企画調整課長

本州四国連絡高速道路株式会社 岡山管理センター 計画課長

岡山県道路交通渋滞対策部会

委員名簿

所 属 名 役 職 名 備 考

国土交通省中国地方整備局 企画部 広域計画課長

建政部 都市・住宅整備課長

道路部 道路計画課長

道路部 地域道路課長

道路部 交通対策課長

岡山国道事務所 所長 会 長

計画課長

交通対策課長

国土交通省中国運輸局 交通環境部 環境課長

岡山運輸支局 首席運輸企画専門官

岡山県 土木部 道路建設課長 副 会 長

土木部 道路整備課長

土木部 都市局 都市計画課長

岡山県警察本部 交通規制課長

総括審議監岡山市

都市整備局審議監（土木担当）

倉敷市 都市計画部長

土木部長

西日本高速道路株式会社 中国支社 企画調整課長

本州四国連絡高速道路株式会社 岡山管理センター 計画課長

一般社団法人岡山県トラック協会 専務理事

公益社団法人岡山県バス協会 事務局長（専務理事代理）

一般社団法人岡山県タクシー協会 専務理事
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1. 渋滞対策部会の概要 
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1.2 岡山県内の主要渋滞箇所（一般道） 
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1.1 渋滞対策部会の経緯 1.渋滞対策部会の概要 

平成25年1月に「主要渋滞箇所（現在71箇所）」を公表しました。 

定期的なフォローアップと同時に対策実施/効果検証を実施し、経過を観察しています。 

H24.10.31 平成24年度 第2回渋滞部会 

H24.11.16～30 パブリックコメント 

H24.12.25 平成24年度 第3回渋滞部会 

 H25.1.25 主要渋滞箇所（71箇所）の公表 

最新の渋滞関係データの共有 

主要渋滞箇所の素案を選定 

道路利用者の皆様から意見収集 

主要渋滞箇所の特定  

こ
れ
ま
で
の
検
討
経
緯 

●H28年5月 第１回渋滞部会の開催 
○主要渋滞箇所のフォローアップ 
  ・最新データによる点検結果 等 

○対策箇所の実施状況及び効果の確認 
  ・大規模対策の実施状況（速報） 
○道路を賢く使う取り組み 
  ・小規模対策の実施状況（速報） 
○高速道路の主要渋滞箇所の状況 

 H25.6.27 平成25年度 渋滞部会 
    渋滞対策の基本方針(案)について議論 

 H26.6.26 平成26年度 渋滞部会 
    フォローアップ(H25年度点検)、対策検討 

◇対策検討のマネジメントサイクル 

道路交通渋滞対策部会における議論 

 ※部会構成主体：国、地方公共団体、県警本部 等 

最新交通データによる渋滞状況の検証 

 ～民間プローブデータの収集・分析等～ 

地域の交通状況に対する 
専門的見地からの検証 

 ～データ精査・現地確認等の実施～ 

地域・道路利用者の声 

岡山県の主要渋滞箇所の特定 

    ○地域の課題を共有することにより議論を促進 
 

    ○渋滞対策の立案・実施 

    （道路管理者が実施する対策、他機関の実施施策との連携、 

    道路利用者の参画による対策 等） 

ソフト・ハードを含めた対策の検討・実施 

◇継続的フォローアップのスケジュール 

 H27.10.2 平成27年度 渋滞部会 
    フォローアップ(H26年度点検)、対策検討・状況 

●H28年夏頃 第２回渋滞部会以降 

H24.7.10 平成24年度 第1回渋滞部会 

○対策箇所の実施状況及び効果検証 
  ・H27年度実施箇所周辺の状況 
○主要渋滞箇所の見直し 
○各地区における渋滞対策 
○今後の渋滞対策 4 



1.2 岡山県内の主要渋滞箇所（一般道） 

主要渋滞箇所として71箇所（一般道路）を特定しています。 
  ＜箇所内訳＞ 岡山市：42、倉敷市・早島町：15、総社市：3、笠岡市・浅口市・里庄町：5、津山市：4、その他：2（赤磐市：1、備前市：1） 

岡山県内で主要渋滞箇所が多く分布している圏域について対応方針を作成しています。 

岡山市 

岡山エリア 

倉敷エリア 

鳥
取
自
動
車
道 

中国自動車道 

山陽自動車道 

米子自動車道 

瀬戸中央自動車道 

兵庫県 

鳥取県 

広島県 

倉敷市 
早島町 

笠岡市 
浅口市 
里庄町 

総社市 

津山市 

２エリア ８区間 

１５箇所 

集約されるエリア数 集約される区間数 箇所数 

※３４箇所が含ま
れる 

※２２箇所が含ま
れる 

主要渋滞箇所数 

７１箇所 

エリア：都市部等、混雑区間・箇所が面的に 
    広がっており、複数路線に跨り複数 
    の主要渋滞箇所を含む区域 

区 間：交差点等が連担するなど、速度低下 
    箇所が連続しており、複数の主要渋 
    滞箇所を含む区間 

凡  例 

＜主要渋滞箇所＞ 

     箇所 

     区間 

     エリア 

＜道路種別＞ 

     高速道路 

     一般県道以上 

     市町村道 

     主な工場等 

     主な大規模商業施設 

主要渋滞箇所とH27年度開通の大規模対策 

1.渋滞対策部会の概要 

5 



（参考）主要渋滞箇所（一般道）の特定方法 

ボトルネック箇所について、データによる渋滞状況の分析を実施しています。 

さらに、パブリックコメントを実施し、利用者意識を勘案し、主要渋滞箇所を特定しています。 

昼間12時間の
速度低下時間が多い

箇所か

54箇所対象外

主要渋滞箇所【 決定】

パブリ ッ クコメ ント
実施と意見を
踏まえた検証

現地確認により
渋滞している箇所

特定の時期（ 季節・ 曜日） に
速度低下時間が多い

箇所か

1箇所

対象外

Yes

No

Yes

No

No

Yes

対象外

主要渋滞箇所（ 素案）

渋滞多発箇所 特定日に混雑

ボトルネック箇所

※55箇所 

※71箇所 ※16箇所 

1.渋滞対策部会の概要 

6 



2. 主要渋滞箇所のフォローアップ 
 
 2.1 最新データによる点検結果（H28点検） 

2.2 道路開通による選定基準の変化の検証 
2.3 選定基準の該当状況が変化した箇所の検証 

7 



2.1 最新データによる点検結果（H28年度点検） 2.主要渋滞箇所のフォローアップ 

H24
選定

H26
点検

H27
点検

H28
点検

H26
点検

H27
点検

H28
点検

H24
選定

H26
点検

H27
点検

H28
点検

H26
点検

H27
点検

H28
点検

1 妹尾西 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 16 18 17 18 ● ● ● 36 古京 岡山市 一般国道２５０号 3 9 21 26 25 25 ● ● ●

2 古新田 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 26 30 30 30 ● ● ● 37 荒田 岡山市 岡山児島線 3 9 23 21 24 27 ● ● ●

3 大樋橋西 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 30 30 31 32 ● ● ● 38 羽島 岡山県 倉敷玉野線 3 9 18 17 20 27 ● ● ●

4 番町 岡山国道事務所 一般国道５３号 4 12 37 46 42 44 ● ● ● 39 高松稲荷 岡山国道事務所 一般国道１８０号 3 9 21 19 23 22 ● ● ●

5 昭和町 岡山市 いずみ町青江線 4 12 25 22 27 35 ● ● ● 40 笹ヶ瀬橋 岡山国道事務所 一般国道３０号 3 9 11 7 11 12 × ● ●

6 早島中 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 16 19 25 29 ● ● ● 41 芳泉高校入口 岡山国道事務所 一般国道３０号 4 12 21 24 25 30 ● ● ●

7 大島 岡山県 一般国道４２９号 4 12 34 34 36 36 ● ● ● 42 倉敷駅前 岡山県 一般国道４２９号 3 9 33 33 36 36 ● ● ●

8 厚生町 岡山市 岡山児島線 4 12 32 33 37 46 ● ● ● 43 北浜 岡山県 倉敷清音線 4 12 13 4 8 15 × × ●

9 清心町 岡山国道事務所 一般国道５３号 4 12 36 37 38 41 ● ● ● 44 浜ノ茶屋北 岡山県 市道 4 12 28 27 29 33 ● ● ●

10 伊島北町 岡山国道事務所 一般国道５３号 3 9 13 13 12 20 ● ● ● 45 西長瀬 岡山国道事務所 一般国道１８０号岡山西BP 4 12 39 39 44 44 ● ● ●

11 老松西 岡山県 一般国道４２９号 4 12 29 30 33 36 ● ● ● 46 首部橋西 岡山国道事務所 一般国道５３号 4 12 14 12 12 12 ● ● ●

12 中島 岡山県 一般国道４２９号 4 12 29 32 35 39 ● ● ● 47 伊部東 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 12 11 12 12 × ● ●

13 日赤北 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 23 32 35 44 ● ● ● 48 十日市 岡山国道事務所 一般国道２号 3 9 11 2 10 11 × ● ●

14 門田屋敷 岡山市 一般国道２５０号 4 12 30 31 31 31 ● ● ● 49 川辺橋西 岡山県 一般国道４８６号 4 12 19 19 20 22 ● ● ●

15 津島 岡山国道事務所 一般国道５３号 4 12 27 30 34 39 ● ● ● 50 浜中 岡山国道事務所 一般国道２号 3 9 12 12 13 13 ● ● ●

16 松島 岡山県 岡山倉敷線 4 12 27 28 28 28 ● ● ● 51 手ノ際 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 12 12 13 14 ● ● ●

17 青江南 岡山国道事務所 一般国道２号 3 9 23 27 23 26 ● ● ● 52 佐方 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 15 11 22 21 × ● ●

18 十日市中 岡山市 岡山港線 3 9 32 32 25 25 ● ● ● 53 東総社駅西 岡山国道事務所 一般国道１８０号 3 9 19 13 19 21 ● ● ●

19 津島京町 岡山国道事務所 一般国道５３号 3 9 14 11 15 22 ● ● ● 54 溝口 岡山国道事務所 一般国道１８０号 3 9 11 14 16 28 ● ● ●

20 谷万成 岡山国道事務所 一般国道１８０号 3 9 13 18 19 22 ● ● ● 55 原尾島 岡山市 一般国道２５０号 3 9 14 12 12 14 ● ● ●

21 大高 岡山県 福田老松線 4 12 39 41 40 43 ● ● ● 56 東岡山駅踏切 岡山市 東岡山御津線 3 9 13 13 15 16 ● ● ●

22 川辺橋東 岡山県 一般国道４８６号 4 12 36 36 36 36 ● ● ● 57 雄町 岡山市 今在家東岡山停車場線 4 12 15 13 13 17 ● ● ●

23 庭瀬 岡山市 妹尾吉備線 4 12 33 34 34 34 ● ● ● 58 岡山市北区楢津 岡山国道事務所 一般国道１８０号 2 6 21 17 12 13 ● ● ●

24 岡大入口東 岡山国道事務所 一般国道５３号 3 9 14 19 21 23 ● ● ● 59 矢坂大橋南詰 岡山国道事務所 一般国道１８０号 3 9 26 19 19 17 ● ● ●

25 宍甘 岡山市 一般国道２５０号 3 9 14 17 17 17 ● ● ● 60 大供 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 36 37 38 44 ● ● ●

26 唐船 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 32 27 19 12 ● ● ● 61 百間川橋 岡山市 一般国道２５０号 4 12 13 15 11 16 ● × ●

27 内山下 岡山市 岡山吉井線 4 12 33 21 37 30 ● ● ● 62 加須山 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 21 21 23 24 ● ● ●

28 下市 岡山県 岡山吉井線 4 12 31 41 47 47 ● ● ● 63 桜橋東詰 岡山市 鹿田町旭東町線 4 12 29 24 26 26 ● ● ●

29 新京橋西 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 34 38 41 39 ● ● ● 64 津山インター 岡山国道事務所 一般国道５３号 3 9 15 15 14 14 ● ● ●

30 西ノ浜 岡山国道事務所 一般国道２号 3 9 12 12 12 12 ● ● ● 65 中原橋西詰 岡山市 岡山吉井線 4 12 13 13 15 16 ● ● ●

31 板倉 岡山国道事務所 一般国道１８０号 3 9 29 28 29 30 ● ● ● 66 鴨方踏線橋 岡山国道事務所 一般国道２号 3 9 12 13 13 13 ● ● ●

32 米倉 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 18 20 21 25 ● ● ● 67 高梁川橋東詰合流点 岡山国道事務所 一般国道２号 2 6 6 8 6 7 ● ● ●

33 BP福富 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 13 13 19 21 ● ● ● 68 高梁川橋西詰合流点 岡山国道事務所 一般国道２号 2 6 9 12 13 12 ● ● ●

34 久米 岡山市 妹尾御津線 4 12 29 28 31 40 ● ● ● 69 南町 岡山国道事務所 一般国道５３号 4 12 19 24 27 30 ● ● ●

35 青江 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 18 24 25 25 ● ● ● 70 津山駅前 岡山国道事務所 一般国道５３号 3 9 23 23 27 26 ● ● ●

71 高野 岡山国道事務所 一般国道５３号 4 12 19 19 19 23 ● ● ●

旅行速度低下時間数 判定

支線数
選定
基準

道路管理者 主道路

判定

番号 交差点名称支線数
選定
基準

旅行速度低下時間数

道路管理者 主道路番号 交差点名称

最新データによる点検（H28年点検）の結果、主要渋滞箇所の選定基準から外れる箇所はありません。 

H27．3月に開通した玉島・笠岡道路に影響を受ける「唐船」、「佐方」も引き続き観察を行います。 

H27点検で非該当であった「北浜」、「百間川橋」がH28点検で再び該当しています。 

※ H26旅行速度：H25.4～8 、 H27旅行速度：H26.4～9 
 H28旅行速度：H27.4～9のプローブデータで集計 ※旅行速度が20km/h以下となる時間帯数が、1流入方向につき3時間以上となる交差点を主要渋滞箇所に選定 8 



2.2 道路開通による選定基準の変化の検証（唐船交差点） 
2.主要渋滞箇所の 

フォローアップ 
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位置図 

国道2号玉島・笠岡道路（Ⅰ期） 
H27.3.29開通 L=4.5km 

唐船 

至
：
福
山
市 

至
：
岡
山
市 

唐船 

方向①（渋滞長：1,050m⇒0m） 

方向③ （渋滞長：500m⇒160m） 

方向② （渋滞長：1,240m⇒0m） 

方向④ （渋滞長：100m⇒20m） 

至
：
岡
山
市 

方向① 

方向② 

方向③ 

方向④ 

全ての時間帯で
20km/hを超過 

データ： プローブデータ（開通前：平成26年4～9月平日（H27点検）、開通後：平成27年4～9月平日（H28点検）） 
 渋滞長調査結果（開通前：平成26年11月26日、開通後：平成27年5月19日） 

全ての時間帯で
20km/hを超過 

速度は向上しているものの、 
全ての時間帯で20km/hを 

下回っている状態 

全ての時間帯で
20km/hを超過 

（県）水島港唐船線 

開通前：H26.4～H26.9
開通後：H27.4～H27.9

開通前：H26.4～H26.9
開通後：H27.4～H27.9

開通前：H26.4～H26.9
開通後：H27.4～H27.9

開通前：H26.4～H26.9
開通後：H27.4～H27.9

選定基準 
(時間数) 

速度低下時間数 
（●：選定基準該当） 

H24 
選定 

H26 
点検 

H27 
点検 

H28 
点検 

12 32(●) 27(●) 19(●) 12(●) 

箇所名 市区町村 
支線 
数 

唐船 倉敷市 4 

玉島・笠岡道路開通で立体化された唐船交差点では国道２号（方向①、②）の速度が上昇しています。 
交差道路の速度も上昇していますが、（県）水島港唐船線の流入速度は20km/h以下です。 
今後は交差道路の現地確認も含めて経過を観察します。 

※旅行速度が20km/h以下となる時間帯数が、1流入方向につき3時間以上となる交差点を主要渋滞箇所に選定 
9 



2.2 道路開通による選定基準の変化の検証（佐方交差点） 
2.主要渋滞箇所の 

フォローアップ 

※旅行速度が20km/h以下となる時間帯数が、1流入方向につき3時間以上となる交差点を主要渋滞箇所に選定 
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位置図 

国道2号玉島・笠岡道路（Ⅰ期） 
H27.3.29開通 L=4.5km 

佐方 

至
：
福
山
市 

至
：
岡
山
市 

佐方 

至
：
福
山
市 

至
：
福
山
市 

至
：
岡
山
市 

方向① 

方向② 

方向③ 

方向④ 

方向①（渋滞長：100m⇒10m） 

方向③ （渋滞長：0m⇒0m） 

方向② （渋滞長：0ｍ⇒0m） 

方向④ （渋滞長：40m⇒30m） 

全ての時間帯で
20km/hを超過 全ての時間帯で

20km/hを超過 

流入速度が 
20km/h付近で変動 

流入速度が 
20km/h付近で変動 

データ： プローブデータ（開通前：平成26年4～9月平日（H27点検）、開通後：平成27年4～9月平日（H28点検）） 
 渋滞長調査結果（開通前：平成26年11月26日、開通後：平成27年5月19日） 

開通前：H26.4～H26.9
開通後：H27.4～H27.9

開通前：H26.4～H26.9
開通後：H27.4～H27.9

選定基準 
(時間数) 

速度低下時間数 
（●：選定基準該当） 

H24 
選定 

H26 
点検 

H27 
点検 

H28 
点検 

12 15(●) 11 22(●) 21(●) 

箇所名 市区町村 
支線 
数 

佐方 浅口市 4 

開通前：H26.4～H26.9
開通後：H27.4～H27.9

開通前：H26.4～H26.9
開通後：H27.4～H27.9

玉島・笠岡道路開通により、佐方交差点では国道2号（方向①、②）の速度が上昇しています。 
一方で、交差道路の速度は開通前後で変化が見られません。 
今後は交差道路の現地確認も含めて経過を観察します。 

10 



2.3 選定基準の該当状況が変化した箇所の検証（北浜交差点） 
2.主要渋滞箇所の 

フォローアップ 

H28点検の結果、選定基準の速度低下時間数は増加していますが、経年の変動幅は小さく、渋滞状況
は、ほぼ変化がない状況です。 
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◆「北浜交差点」の流入速度 

 H26点検からH28点検にかけて速度低下時間数は増加。 
 特に方向①・②における旅行速度は20km/h前後で推移し、
顕著な改善傾向は見られない。 

 前回から速度低下時間数が増加している状況も鑑み、今
後も継続して経過を観測するものと位置付ける。 

方向① 

方向② 

方向③ 

方向④ 

北浜 

方向① 

方向③ 

方向② 

方向④ 

速度低下時間数 1→1→3→4 

速度低下時間数 0→0→0→0 

速度低下時間数 5→3→5→11 

速度低下時間数 7→0→0→0 

km/h 

km/h km/h 

km/h 

2 

※ H24旅行速度はH23.8～H24.7 
 H26旅行速度はH25.4～H25.8 
 H27旅行速度はH26.4～H26.9 のプローブデータで集計 

広島県

兵庫県

鳥取県
倉敷地区

岡山県 北浜

箇所名 市区町村 
支線 
数 

選定基準 
(時間数) 

速度低下時間数 
（●：選定基準該当） 

H24 
選定 

H26 
点検 

H27 
点検 

H28 
点検 

北浜 倉敷市 4 12 13(●) 4 8 15(●) 

21.5 

19.9 

20.6 

19.5 

20.9 

19.7 

21.3 

19.1 

20.9 

19.8 

20.2 

18.6 

20.1 

20.0 

H23.8～H24.7
H25.4～H25.8
H26.4～H26.9
H27.4～H27.9

▼北浜交差点の旅行速度 
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2.3 選定基準の該当状況が変化した箇所の検証（百間川橋交差点） 
2.主要渋滞箇所の 

フォローアップ 
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台
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1
4
時
台

1
5
時
台

1
6
時
台

1
7
時
台

1
8
時
台

方向① 

方向③ 

方向② 

方向④ 

速度低下時間数 0→0→0→0 

速度低下時間数 2→2→0→3 

速度低下時間数 11→12→11→12 

速度低下時間数 0→1→0→1 

方向① 方向② 

方向③ 

方向④ 

◆「百間川橋交差点」の流入速度 

22.9 

19.0 

百間川橋 

km/h km/h 

km/h km/h 

2 

箇所名 市区町村 
支線 
数 

選定基準 
(時間数) 

速度低下時間数 
（●：選定基準該当） 

H24 
選定 

H26 
点検 

H27 
点検 

H28 
点検 

百間川橋 岡山市中区 4 12 13(●) 15(●) 11 16(●) 

広島県

兵庫県

鳥取県
岡山地区

岡山県

百間川橋

H23.8～H24.7
H25.4～H25.8
H26.4～H26.9
H27.4～H27.9

21.2 

18.5 

24.2 

19.6 

21.6 

19.2 

23.1 

19.2 

※ H24旅行速度はH23.8～H24.7 H26旅行速度はH25.4～H25.8 
 H27旅行速度はH26.4～H26.9 H28旅行速度はH27.4～H27.9 のプローブデータで集計 

▼百間川橋交差点の旅行速度 

H28点検の結果、選定基準の速度低下時間数は増加していますが、経年の変動幅は小さく、渋滞状況
は、ほぼ変化がない状況です。 
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3. 主要渋滞箇所における大規模対策の実施状況 
 
 3.1 主要渋滞箇所と大規模対策 

3.2 一般国道180号総社・一宮バイパス 
3.3 県道吉備津松島線 

13 



3.1 主要渋滞箇所と大規模対策 3.主要渋滞箇所における大規模対策の実施状況 

エリア：都市部等、混雑区間・箇所が面的に 
    広がっており、複数路線に跨り複数 
    の主要渋滞箇所を含む区域 

区 間：交差点等が連担するなど、速度低下 
    箇所が連続しており、複数の主要渋 
    滞箇所を含む区間 

岡山市 

岡山エリア 

倉敷エリア 

鳥
取
自
動
車
道 

中国自動車道 

山陽自動車道 

米子自動車道 

瀬戸中央自動車道 

兵庫県 

鳥取県 

広島県 

倉敷市 
早島町 

笠岡市 
浅口市 
里庄町 

総社市 

津山市 

２エリア ８区間 

１５箇所 

集約されるエリア数 集約される区間数 箇所数 

※３４箇所が含ま
れる 

※２２箇所が含ま
れる 

主要渋滞箇所数 

７１箇所 

凡  例 

＜主要渋滞箇所＞ 

     箇所 

     区間 

     エリア 

＜道路種別＞ 

     高速道路 

     一般県道以上 

     市町村道 

     主な工場等 

     主な大規模商業施設 

国道180号総社・一宮バイパス 
平成28年3月20日 
L=1.5km開通 

主要渋滞箇所における状況変化が期待される大規模対策として、平成27年度には国道180号総社・
一宮バイパス等が開通しました。 

倉敷大橋 
平成28年1月24日 
L=1.7km開通 

県道 吉備津松島線 
平成27年12月5日 
L=0.8km開通 

主要渋滞箇所とH27年度開通の大規模対策 

14 



3.2 一般国道180号総社・一宮バイパス 3.主要渋滞箇所における大規模対策の実施状況 

平成28年3月20日に総社・一宮バイパスが部分開通し、山陽自動車道の吉備SICへのアクセス性が高
まりました。 

国道180号総社・一宮バイパスの概要 
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3.2 一般国道180号総社・一宮バイパス 3.主要渋滞箇所における大規模対策の実施状況 

開通区間の影響で楢津交差点の形状が４方向に変わっており、渋滞状況の確認を今後行います。 

開通後の影響は、交通実態調査等に基づき対策効果を客観的に検証します。 

今
回
開
通
区
間

 
L
=
1
.5
㎞

 

楢津交差点 
（主要渋滞箇所） 

写真① 

写真② 

楢津交差点の状況変化 
（写真①） 

【整備前】 

現地写真 

【整備後】 

楢津交差点の状況変化 
（写真②） 

【整備前】 

【整備後】 

バイパス開通後に国道１８０号での 
朝・夕の交通混雑が緩和しています！ 

【道路利用者の声】 【道路管理者の声】 

岡山西バイパスからの右左折がスムーズになり 
これまで滞留していた車の数が減っています！ 

岡
山
西
バ
イ
パ
ス 16 



3.3 県道吉備津松島線 3.主要渋滞箇所における大規模対策の実施状況 

岡山市中心部と倉敷市中心部を連絡する吉備津松島線の２車線区間が４車線で開通しました。 

今後、最新データでの点検及び詳細な状況分析を実施する予定です。 

出典：岡山県資料を一部加工 

H27.12.5開通 
（L=840m） 

荒田 

西長瀬 
久米 

庭瀬 

松島 

早島中 

妹尾西 

大樋橋西 

古新田 

交差点名 周辺の主要渋滞箇所 

吉備津松島線と並行する岡山倉敷線を 
通勤で利用してますが、庭瀬交差点など 
渋滞が少なくなったと感じる日もあります。 

【道路利用者の声】 

周辺の道路を利用している人は、様子を 
見ながらルートを選んでいるようです。 

【道路管理者の声】 

17 



4. 主要渋滞箇所における小規模対策の検討と実施状況 
 
 4.1 小規模対策の基本的な考え方 

4.2 小規模対策の実施・検討状況 
4.3 国道180号西長瀬交差点 
4.4 国道180号矢坂大橋南詰交差点 
4.5 道路を賢く使う取り組み 
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4.1 小規模対策の基本的考え方 4.主要渋滞箇所における小規模対策の実施状況 

大規模対策を着実に推進する一方で、 
「小さな工夫」で実施可能な対策を検討・実施します。 

今回のデータによるフォローアップ結果（速度低下の方向や時間帯等）を
参考に、各道路管理者で現地の詳細な渋滞状況を把握。 

渋滞の 

状況把握 

これまでに、全ての主要渋滞箇所について現地確認を実施し、その結果により「カルテ」を作成しています。 

今後は、「カルテ」を基に各道路管理者において現地確認等により最新かつ詳細な渋滞状況の把握を行います。 

現地確認等を通じて、各道路管理者で渋滞発生要因を把握。 
渋滞発生要因は時間帯や流入方向等による状況の相違にも着目しつつ
「既存の道路空間内における対応の可能性」の視点から抽出。 

渋滞の 

要因把握 

「交通容量不足」から踏み込み、交通容量低下の要因を把握します。 

これを踏まえて、「信号現示の調整」、「右折レーンの延伸」、「バス停留所の移設」など、小規模対策による対応の

可能性を検討します。 

渋滞要因の把握結果を踏まえて、小規模対策を実施する主要渋滞箇所
及び関係者間の役割分担を本部会で議論。 

小規模対策 

箇所の選定 
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4.2 小規模対策の実施・検討状況 4.主要渋滞箇所における小規模対策の実施状況 

岡山市内の主要渋滞箇所は岡山環状道路の整備により渋滞緩和を目指します。 

そのため短期間で実施可能なハード対策やソフト対策を中心に検討し、平成27年度は「西長瀬交差点」
「矢坂大橋南詰交差点」で小規模対策を実施しました。 

岡山JCT 

岡山IC 

岡山総社IC 

倉敷JCT 

早島IC 

岡山市役所 

早島町役場 

高松稲荷 

板倉 

岡山市北区楢津 
谷万成 

津島京町 

首部橋西 
伊島北町 

津島 

清心町 

番町 

桜橋東詰 

昭和町 

厚生町 
大供 

新京橋西 門田屋敷 

古京 

原尾島 

十日市中 青江南 

青江 

米倉 

庭瀬 久米 

大樋橋西 

古新田 

妹尾西 

荒田 

松島 

早島中 

加須山 

羽島 

大島 

笹ヶ瀬橋 

BP福富 

東岡山駅踏切 

雄町 

宍甘 

十日市 

日赤北 

芳泉高校入口 

吉備SIC 

2

2

180

180

53 

30 

180

429 

250 

至 

兵
庫
県 

妹尾駅 

至 津山 

内山下 

岡山駅 

53 

2

百間川橋 

岡山港 

岡山県庁 

岡大入口東 

（県）早島松島線 
4車線化 

岡山環状 
南道路 

（県）吉備津松島線 
4車線化 

（都）下中野 
平井線 

（主）岡山赤穂線 

総社・一宮バイパス 

交差点 
改良 交差点 

改良 

交差点 
改良 

凡例

商業系地域

住居系地域

工業系地域

※H23年度

凡例

大規模小売店舗

コンベンション
施設

主要渋滞箇所 
【 凡例 】 

主要渋滞箇所 

凡例[主要渋滞箇所] 

交差点名 大規模対策実施中 

交差点名 小規模対策検討中 

岡山環状道路 
で囲まれる地域 

交差点 
立体化 

交差点名 対策の方向性検討中 

矢坂大橋南詰 

西長瀬 
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4.3 国道180号西長瀬交差点 4.主要渋滞箇所における小規模対策の実施状況 

主要渋滞箇所の西長瀬交差点において、高架予定地を暫定的に活用し、車線を増設しました。 

これにより、西長瀬交差点で発生していた渋滞が解消しました。 

※データ)渋滞長調査結果
開通前：H25.11.６ 調査
開通後：H27.12.8 調査

にしながせ

西長瀬交差点 渋滞解消

至

倉
敷

至 玉野

至

兵
庫

至 津山

至

総
社

渋滞長：0m
写真② 改良後の交差点状況

直進専用車線が新たに確保され、交差点内の走
行がスムーズに！

渋滞長：420m（約４分）
写真① 改良前の交差点状況

直進車両が多いものの、直進できる車線が1車線
のみのため、渋滞が発生。

改良前 改良後
改良前最大渋滞長

改良後最大渋滞長

注)破線矢印は渋滞長なしを表す

主要渋滞箇所(H25.1)

高架予定地を
暫定的に利用。
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4.4 国道180号矢坂大橋南詰交差点 4.主要渋滞箇所における小規模対策の実施状況 

主要渋滞箇所の矢坂大橋南詰交差点において、バス事業者の協力によりバス停を移設し、付加車線
を延伸しました。 

今後、交通実態調査結果等のデータを用いて、渋滞緩和効果を客観的に検証します。 

右折車線に 
直進・左折車が混在 

改良前 

改良後 

直進・左折車容量をアップ 

移設 

ゼブラを 
有効活用 

バス停移設で 
交通容量アップ！ 

渋滞長：1000m（約５分） 

【改良前】 

※データ)渋滞長調査結果（H27.12.8  調査） 

岡山JCT

岡山IC

岡山総社IC

倉敷JCT

早島IC

岡山市役所

早島町役場

高松稲荷

板倉

岡山市北区楢津
谷万成

津島京町

首部橋西
伊島北町

津島

清心町

番町

桜橋東詰

昭和町

厚生町
大供

新京橋西 門田屋敷

古京

原尾島

十日市中青江南

青江

米倉

庭瀬 久米

大樋橋西

古新田

妹尾西

荒田

松島

早島中

加須山

羽島

大島

笹ヶ瀬橋

BP福富

東岡山駅踏切

雄町

宍甘

十日市

日赤北

芳泉高校入口

吉備SIC

2

2

180

180

53

30

180

429

250

至

兵
庫
県

妹尾駅

至 津山

内山下

岡山駅

53

2

百間川橋

岡山港

岡山県庁

岡大入口東

（県）早島松島線
4車線化

岡山環状
南道路

（県）吉備津松島線
4車線化

（都）下中野
平井線

（主）岡山赤穂線

総社・一宮バイパス

交差点
改良 交差点

改良

交差点
改良

凡例

商業系地域

住居系地域

工業系地域

※H23年度

凡例

大規模小売店舗

コンベンション
施設

主要渋滞箇所
【凡例】

主要渋滞箇所

凡例[主要渋滞箇所]

交差点名 大規模対策実施中

交差点名 小規模対策検討中

岡山環状道路
で囲まれる地域

交差点
立体化

交差点名 対策の方向性検討中

矢坂大橋南詰

西長瀬

位置図 

22 【道路管理者の声】 

滞留していた車の数が減っており、 
直進する車がスムーズに進んでます！ 

【改良後】 



4.5 道路を賢く使う取り組み 4.主要渋滞箇所における小規模対策の実施状況 

山陽自動車道の吉備SICを最大限に活用した広域的な交通分散対策を検討しています。 

対策は段階的に実施し、新たな交通負荷の発生有無等を確認しつつ、進めていきます。 

平成２８年秋頃にチラシを配布し、交通流動への影響を検証していく予定です。 

・ 岡山ICのロングランプと岡山IC~吉備SIC間を環状
道路の一部として活用。 

岡山IC 

岡山市役所 

岡山市北区楢津 

矢坂大橋南詰 

谷万成 

津島京町 

首部橋西 
伊島北町 

岡大入口東 

津島 

清心町 番町 

桜橋東詰 

昭和町 

厚生町 
大供 

門田屋敷 

古京 

原尾島 

十日市中 

青江南 

青江 

米倉 

庭瀬 久米 

西長瀬 

大樋橋西 

古新田 

妹尾西 

荒田 笹ヶ瀬橋 

BP福富 

岡山中心部 

東岡山駅踏切 

雄町 

宍甘 

十日市 

日赤北 

芳泉高校入口 

吉備SIC 

2

180

53 

30 

180

250 

データ：ETC2.0（平成27年4月～6月） 
注： ETC2.0の特性上、地図マッチングされない場合があり、走行経路が一部抜ける場合がある。 
注： 走行経路は国道53号津島交差点断面を通過する車両の走行経路（上下合計） 

岡山県庁 

岡山駅 

53 

2

百間川橋 

凡例

商業系地域

住居系地域

工業系地域

※H23年度

凡例

大規模小売店舗

コンベンション
施設

180

岡山市内国道53号津島交差点を通過する車両の走行経路 

現状の走行経路 

分散導入経路 

主要渋滞箇所 

1台 100台以上

凡例 
走行車両数（3か月合計） 

[台/3か月] 

岡
山
西
バ
イ
パ
ス 

津山方面と
の往来 

近畿方面と
の往来 

広島方面と
の往来 

対策例 

山陽道及び津山方面とを往来し、 
都心部を発着もしくは通過する交通が多い。 

【津島交差点を通過するトリップの交通特性】 

■津山方面と往来する車両への対策例 

容量を超過 

容量に余裕 

・ 吉備SICでの乗降、総社・一宮BPと岡山西BPの
利用を促進。 

■近畿方面と往来する車両への対策例 

・ 吉備SICでの乗降、総社・一宮BPと岡山西BPの
利用を促進。 

■広島方面と往来する車両への対策例 

総
社
・一
宮
バ
イ
パ
ス 

H
2
7

年
度
開
通
予
定 

位置図 

岡山市 

チラシ配布による利用者への周知、案内標識の 
改良・新設を検討。一部は今年度実践予定 

チラシ（案） 

津山方面との往来（吉備SIC利用） 

近畿方面との往来（吉備SIC利用） 

広島方面との往来（吉備SIC利用） 
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※総社・一宮バイパスの開通前データで作成しています。 



4.5 道路を賢く使う取り組み 4.主要渋滞箇所における小規模対策の実施状況 

倉敷市の美観地区へのアクセス交通が山陽自動車道の倉敷ICに集中していると思われます。 

平成２８年夏頃にチラシを配布し、早島ICへの転換状況、それに伴う倉敷IC⇒美観地区間の渋滞の 
改善状況を検証していく予定です。 

大島 

浜ノ茶屋北 

北浜 

老松西 

中島 

大高 

加須山 

羽島 

倉敷駅前 

倉敷IC 

早島IC 

倉敷美観地区 

岡山方面 
30トリップ 

岡山方面 
5トリップ 

※広島方面は 
0トリップ 

出典：ETC2.0プローブデータ（H27年9月） 
※発着の合計を図示 

至 兵庫県 

至 

広
島
県 

至 

浅
口
市 

至 

岡
山
市 

至 香川県 

容量を超過 

香川方面 
12トリップ 

イオンモール倉敷 

三井ｱｳﾄﾚｯﾄ 
ﾊﾟｰｸ倉敷 

アリオ倉敷 

倉敷美観地区へのアクセス経路(発着合計) 対策例 

山陽道倉敷ICを利用し、 
岡山方面からの交通が多い。 

【倉敷美観地区を発着するトリップの交通特性】 

・ 早島ICでの乗降、国道2号の利用を促進。 

■岡山方面と往来する車両への対策例 

チラシ配布による利用者への周知、 
案内標識の改良・新設を検討。 

凡例 
走行車両数（1か月合計） 

[台/月] 

1台 200台以上

岡山方面 
の往来 

現在走行経路(倉敷IC利用) 

現在走行経路(早島IC利用) 

主要渋滞箇所 

分散導入に
より円滑に市
街地へ 

倉敷中心市街地渋滞状況 

チラシ（案） 
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5. 高速道路の主要渋滞箇所 
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5.1 岡山県の高速道路の主要渋滞箇所 
5.3 高速道路の渋滞発生の仕組み 
5.3 岡山道の特徴 
5.4 岡山道の主要渋滞箇所の渋滞状況 
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5.1 岡山県の高速道路の主要渋滞箇所 

定量データに基づく交通状況分析とパブリックコメントによる利用者意見により、中国地方の高速道路
では、１２箇所が主要渋滞箇所として特定されています。 

中国地方の高速道路の主要渋滞箇所１２箇所のうち、２箇所（北房JCT～有漢IC、有漢IC～賀陽IC）が
岡山道にあります。 ※米子道の蒜山IC～江府IC間の一部は岡山県内 

5.高速道路の主要渋滞箇所 

北房
JCT 

北房
IC 

有漢IC 

賀陽IC 

岡山総社IC 

岡山
JCT 

L
=

8
.4
㎞

 
L

=
1

2
.9
㎞
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5.2 高速道路の渋滞発生の仕組み 

高速道路の交通集中渋滞の約58％※は下り勾配から上り勾配に変化する「サグ」で発生しています。 

また、交通集中渋滞の約14％ ※はIC合流部で発生しています。 

※NEXCO西日本ホームページより 

サグでの渋滞発生の仕組 IC合流部での渋滞発生の仕組 車線減少部での渋滞発生の仕組 

上り坂で無意識に速
度が低下 

速度低下車両と後続車両の車間
が詰まり、減速が発生し、後続車
両に伝播 

渋滞発生 

合流車両が発生 

合流車両のための減速が後続車両
に伝播 

渋滞発生 

合流車両が発生 

合流車両のための減速が後続車両
に伝播 

渋滞発生 

5.高速道路の主要渋滞箇所 
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5.3 岡山道の特徴 

岡山道の主要渋滞箇所（北房JCT～賀陽IC）は、起伏のある山間部を通過しており、渋滞要因となる 
サグ部が存在しています。 

また、大部分が暫定２車線であり、渋滞要因である合流部も存在しています。 

賀陽IC 

北房JCT 

高梁市 

吉備中央町 
真庭市 

高梁SA 

有漢IC 

至 

総
社
市
・
岡
山
市 

至 三次市 

至 津山市 

有漢IC 北房JCT 賀陽IC 高梁SA 

■主要渋滞箇所の 
   縦断勾配 

2車線 2車線 

主要渋滞箇所 
（賀陽IC~北房IC） 

N
 

合流 

合流 

合流 サグ 
0.400% 

登坂車線 
【下り（北行き）のみ】 

合流 

サグ 

5.高速道路の主要渋滞箇所 
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5.3 岡山道の特徴 

岡山道は岡山都市圏や四国地方等と観光資源が豊富な山陰地方を連絡する道路です。 

このため、休日の交通量は平日の約1.4倍となり、渋滞を引き起こしています。 

中国地方の主な観光資源 

注）「みらいビジョン中国21」をもとに作成。 

11,529

8,047

0

5,000

10,000

15,000

日
平
均
交
通
量
（台

/日
）

休日 平日

北房JCT～有漢ICの交通量 

出典：ネクスコ西日本 

注1）平成27年4月～平成28年3月の間の交通量の日平均値。 

注2）交通量は精査中であり、未確定値を含む。 

北房JCT～賀陽IC間の渋滞発生回数 

約1.4倍 

46
41

25
19

16

8
12

0

10

20

30

40

50

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

渋
滞
回
数

出典：ネクスコ西日本 

注1）5㎞以上の渋滞が発生した回数。 

注2）H21～H23は休日1000円割引、無料化社会実験の期間を含む。 

全て休日に
発生 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

日
交
通
量
（
台

/日
）

北房JCT～有漢ICの日交通量の推移（H27年度） 

1位：5/5 2位：5/3 
3位：9/21 

4位：9/22 5位：9/20 
6位：8/15 

7位：5/4 8位：11/22 9位：7/19 10位：8/14 

日交通量の上位は全て休日。 

GWやお盆等の特定期には通常の平日の2倍以上の交通が集中 

岡山道 

5.高速道路の主要渋滞箇所 



5.4 岡山道の主要渋滞箇所の渋滞状況 

賀
陽 

有
漢 

北
房
J
C
T 

吉
備
中
央
町
・
高
梁
市
境 

高
梁
市
・
真
庭
市
境 

高梁 

SA 

吉備中央町 

高梁市 

真庭市 

H27年度のGW（5月3日～5日）では、北行きは9～12時台において賀陽IC～高梁SA間を先頭に、南行
きは夕方の帰宅時間帯において有漢IC～北房IC間で旅行速度が40km/h以下に低下しています。 

また、有漢IC～北房JCTで最も事故が多く、約４ヵ年で１８件発生しています。 

4車線 

2車線 

7時台 
8時台 
9時台 

10時台 
11時台 
12時台 
13時台 
14時台 
15時台 
16時台 
17時台 
18時台 

7時台 
8時台 
9時台 

10時台 
11時台 
12時台 
13時台 
14時台 
15時台 
16時台 
17時台 
18時台 

■主要渋滞箇所の時間帯別旅行速度（H27年5月3日～5日） 

進行方向 

進行方向 

N
 

速度データ：民間プローブデータ（H27年5月3日～5日） 
事故データ：NEXCO提供資料 
  （H23年1月～H27年10月） 

至 

総
社
市
・
岡
山
市 

至 三次市 

至 津山市 

北
行
き 

南
行
き 

0.400%

有漢IC 北房JCT 賀陽IC 高梁SA 

40km/h未満
60km/h未満
80km/h未満
80km/以上

登坂車線 
【下り（北行き）のみ】 

事故件数 17件 2件 18件 総事故件数：37件 

5.高速道路の主要渋滞箇所 
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南
行
き 

0.5％ 3.8％
2.1％

2.5％
2％ 0.4％ 3.7％ 1％ 1％

1％

3％ 2.3％ 3％
4％

0

500

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

0%

10%

20%

30%

40%

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

⊿
V

/V
1
（

%
）

5.4 岡山道の主要渋滞箇所の渋滞状況 
付加車線のない暫定２車線区間では、著しい速度低下※が発生しています。 

暫定２車線区間において、速度低下が２５％を若干下回る区間が複数有り、全区間では２割以上です。 

暫定２車線区間の中央突破事故は全区間で発生しており、H25～H27で１４件が発生しています。 

車
線
構
造 

縦
断
勾
配 

速
度
低
下 

北房JCT 

上り 

賀陽IC 
高橋SA 

中央突
破事故 

有漢IC 

出典：NEXCO資料（H25～H27） 

出典：NEXCO資料（赤ハッチ区間は4車線区間に比べて速度が著しく（25％以上）低下する区間） 

出典：NEXCO資料 

速度低下 
発生割合 

標高[m] 

北
行
き 0%

10%

20%

30%

40%

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

⊿
V

/V
1
（

%
）

0%

10%

20%

30%

40%

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

⊿
V

/V
1
（

%
）

下り 
中央突
破事故 

速
度
低
下 

出典：NEXCO資料（赤ハッチ区間は4車線区間に比べて速度が著しく（25％以上）低下する区間） 

出典：NEXCO資料（H25～H27） 

速度低下 
発生割合 

南
行
き

0.5％ 3.8％
2.1％

2.5％
2％ 0.4％ 3.7％ 1％ 1％

1％

3％ 2.3％ 3％
4％

0

500

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

0%

10%

20%

30%

40%

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

⊿
V

/V
1
（

%
）

車
線
構
造

縦
断
勾
配

速
度
低
下

北房JCT

上り

賀陽IC
高橋SA

中央突
破事故

有漢IC

出典：NEXCO資料（H25～H27）

出典：NEXCO資料（赤ハッチ区間は4車線区間に比べて速度が著しく（25％以上）低下する区間）

出典：NEXCO資料

速度低下
発生割合

標高[m]

北
行
き 0%

10%

20%

30%

40%

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

⊿
V

/V
1
（

%
）

0%

10%

20%

30%

40%

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

⊿
V

/V
1
（

%
）

下り
中央突
破事故

速
度
低
下

出典：NEXCO資料（赤ハッチ区間は4車線区間に比べて速度が著しく（25％以上）低下する区間）

出典：NEXCO資料（H25～H27）

速度低下
発生割合

※データはETC2.0による。岡山道の4車線区間（岡山総社IC～賀陽IC）の平均走行速度に対して、 
平均走行速度が25％以上低下する区間について赤色着色。 
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5.高速道路の主要渋滞箇所 

データ ： ETC2.0プローブ情報（H27年4月～12月） 

■旅行速度が２５％以上低下※している区間 

高梁SA 



岡山県

総社市

岡山市

高梁市

吉備中央町

真庭市

岡
山
J
C
T

岡
山
総
社

賀
陽

有
漢

北
房
J
C
T

総社PA

高梁SA

登坂車線

4車線

2車線
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5.4 岡山道の主要渋滞箇所の渋滞状況 

データ ： ETC2.0プローブ情報（H27年5月2日～6日平均） 

岡山JCT~北房JCTの縦断勾配 

北行きでは、有漢IC周辺の分合流部で速度低下する車両の割合が高くなっています。（暫定２車線区間） 

南行きでは、上り坂が連続する区間において速度低下する車両の割合が高くなっています。（暫定２車線区間） 

暫定2車線 暫定2車線 

IC分合流部で速度低下 
する割合が高い 

（登坂車線） 

上り坂で速度低下 
する割合が高い 

※車両毎に４車線区間（岡山総社IC～賀陽IC）走行時の平均旅行速度を設定し、平均旅行速度から２５％以上 
 速度低下した場合を速度低下とした。ただし、旅行速度が70km/h以上の場合は、速度低下していないとした。 

0.4% 
0.5% 

0.3% 

有漢IC 
北房 
JCT 

賀陽IC 高梁SA 
岡山 
JCT 

岡山 
総社IC 

総社PA 

4車線 

2車線 

北行き 

南行き 
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5.高速道路の主要渋滞箇所 

長い上り坂及びサグ部で 
速度低下する割合が高い 

上り坂で速度低下 
する割合が高い 

■旅行速度が２５％以上低下※している車両割合 

暫定2車線 
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（参考）H28年GWの岡山道の渋滞状況 

賀陽IC 

北房JCT 

高梁市 

吉備中央町 
真庭市 

高梁SA 

有漢IC 

至 

総
社
市
・
岡
山
市 

至 三次市 

至 津山市 

2車線 2車線 

主要渋滞箇所 
（賀陽IC~北房IC） 

N
 

登坂車線 
【下り（北行き）のみ】 

写真① 

加門山OVから南側を望む 

写真② 

加門山OVから北側を望む 

写真③ 

俵原OVから南側を望む 

写真④ 

北畑OVから南側を望む 

写真⑤ 

有漢TNから北側を望む 

写真⑥ 

岡山方面から北房JCTを望む 

写真⑦ 

津山方面から北房JCTを望む 
H28年5月5日18時台に撮影 H28年5月1日18時台に撮影 H28年5月1日17時台に撮影 

H28年4月29日14時台に撮影 H28年4月29日10時台に撮影 H28年5月4日12時台に撮影 H28年5月4日12時台に撮影 

5.高速道路の主要渋滞箇所 


